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今 月 の 表 紙

「鳥取砂丘コナン空港フォトコンテスト」
入賞作品

表紙の写真は、鳥取空港ビル㈱主催「鳥取砂丘コナン空港

フォトコンテスト2023」の入賞作品。作品名『深雪晴』、

撮影者は、鳥取市の金本祥志さんです。

審査員から「構図に太陽を入れ『晴れ』を強く意識した絵

作りに、雪かきを終えた後の爽快感を感じ取ることができ

た」と高い評価を受けました。

� （写真提供：鳥取空港ビル㈱）
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３

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
３
年

度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
11
月
17
日

（
金
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
行
わ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
業
務
に
精
励
し
、

会
社
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
78
人

に
児
嶋
祥
悟
会
頭
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
勤
続
30
年

以
上
の
「
特
別
優
良
従
業
員
表
彰
」

７
事
業
所
10
人
、同
10
年
以
上
の
「
一

般
優
良
従
業
員
表
彰
」
32
事
業
所
68

人
で
す
。

　
午
後
５
時
30
分
か
ら
の
表
彰
式
で

は
、
運
営
委
員
会
の
嶋
田
耕
一
委
員

長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
あ
と
、

児
嶋
会
頭
が
「
会
社
組
織
の
繁
栄
は
、

社
員
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
勤
勉
の
た

ま
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で

豊
富
な
経
験
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

後
輩
に
伝
え
て
も
ら
い
、
事
業
主
の

方
と
共
に
地
域
が
一
体
と
な
り
、
鳥

取
の
活
性
化
の
た
め
に
パ
ワ
ー
を
発

揮
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

各
表
彰
者
の
代
表
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
の
祝

辞
に
続
き
、
被
表
彰
者
全
員
を
代
表

し
て
㈱
サ
サ
ヤ
マ
の
広
澤
一
幸
さ
ん

が
「
私
た
ち
は
こ
の
感
激
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し

て
職
務
に
励
み
、
企
業
と
地
域
社
会

の
発
展
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
全

員
で
記
念
撮
影
を
し
て
式
を
終
え
ま

し
た
。

2023年度鳥取商工会議所優良従業員表彰式2023年度鳥取商工会議所優良従業員表彰式

～表彰状・記念品贈り功績たたえる～～表彰状・記念品贈り功績たたえる～

謝辞を述べる広澤一幸さん

特別優良表彰代表の中田正夫さん

一般優良表彰代表の寺坂唯さん

晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た

優
良
従
業
員
表
彰
式
　
　
　
　
　
　
　

精励勤務の７８人表彰精励勤務の７８人表彰
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４

動 向

　
鳥
取
市
と
鳥
取
商
工
会
議
所
と
の

定
期
懇
談
会
が
10
月
31
日
（
火
）、

鳥
取
市
幸
町
の
鳥
取
市
役
所
で
開
か

れ
、
鳥
取
駅
周
辺
整
備
や
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
構
想
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、
鳥
取
市
か
ら
深
澤

義
彦
市
長
、
羽
場
恭
一
副
市
長
を
は

じ
め
各
部
課
長
、
鳥
取
商
議
所
か
ら

は
児
嶋
祥
悟
会
頭
、
平
井
耕
司
副
会

頭
、
岡
周
一
副
会
頭
、
田
口
晃
也
副

会
頭
、
西
垣
豪
副
会
頭
ら
合
わ
せ
て

26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
鳥
取
市
か
ら
は
、

鳥
取
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
説
明
。

鳥
取
商
議
所
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
構
想
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
な
ど
、
部
会
・
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
て
き
た
内
容
を
市
側
に

提
案
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
鳥
取
市
側
が
鳥
取
駅

周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
鳥
取
駅
周
辺
再
生

基
本
計
画
の
概
要
を
説
明
。
深
澤
市

長
は
「
鳥
取
駅
の
高
架
化
、
区
画
整

理
事
業
か
ら
50
年
経
過
し
た
。
鳥
取

市
の
将
来
を
見
据
え
て
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

再
開
発
に
向
け
た
意
気
込
み
を
話
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鳥
取
商

議
所
側
は
「
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と

が
重
要
。
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
よ
り
充
実
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
鳥
取
商
議
所
側
か
ら
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

特
別
委
員
会
の
小
川
原
秀
哉
委
員
長

が
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
構
想
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
昨
年
４
月
に
コ

ン
パ
ク
ト
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進

を
提
言
し
た
同
委
員
会
は
、
鳥
取
市

が
経
済
発
展
し
て
い
く
に
は
「
経
済

の
地
域
内
循
環
」
と
「
デ
ー
タ
活
用
」

が
重
要
で
あ
る
と
断
言
。
将
来
的
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
率
が
８
割
近
く
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
で
、
決
済
手

数
料
や
電
子
決
済
か
ら
得
ら
れ
る

  

鳥
取
市
・
鳥
取
商
議
所

鳥
取
市
・
鳥
取
商
議
所

　　  

　　

定
期
懇
談
会
を
開
催

定
期
懇
談
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
駅
周
辺
整
備
な
ど
活
発
に
意
見
交
換

駅
周
辺
整
備
な
ど
活
発
に
意
見
交
換

デ
ー
タ
が
県
外
の
決
済
代
行
会
社
に

の
み
流
出
す
る
こ
と
を
懸
念
し
、「
経

済
の
地
域
内
循
環
」
が
生
ま
れ
る
デ

ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
小
川
原
委
員
長
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
は
今
後
ま
す
ま
す
加
速
し
て

い
く
。
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
経
済
の
地
域
内
循
環

が
高
ま
り
鳥
取
市
の
経
済
発
展
に
つ

な
が
る
」
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
活
用
の
意
義
を
強
調
。
こ
れ
に
対

し
、
深
澤
市
長
は
「
す
で
に
導
入
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
聞
く
。
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
進

め
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳥
取
商
議
所
金
融
部
会
は

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
説

明
。
同
部
会
の
秋
下
宗
一
部
会
長
は

「
地
域
の
発
展
に
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
情
報
が
重
要
。
地
域
外
か
ら

人
材
や
お
金
が
得
ら
れ
る
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
有
効
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
、
地
域
外
に
発
信
す

る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
対
象
事
業

の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

定期懇談会の様子

あいさつする深澤市長

あいさつする児嶋会頭
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５

動 向

　
鳥
取
・
豊
岡
・
京
丹
後
地
方
の
経

済
団
体
交
流
会
が
11
月
24
日
（
金
）、

兵
庫
県
豊
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
鳥
取
商
工
会
議
所

の
児
嶋
祥
悟
会
頭
ら
各
地
の
商
議

所
、
商
工
会
の
役
員
ら
30
人
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
共
有

す
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
年
の
交
流
会
は
「
観
光
」
を
メ
ー

ン
テ
ー
マ
に
開
催
。
は
じ
め
に
、
２

０
２
１
年
４
月
に
開
校
し
た
芸
術
文

化
観
光
専
門
職
大
学
（
平
田
オ
リ
ザ

学
長
）
を
視
察
し
、
大
学
の
教
育
方

針
や
開
学
３
年
目
を
迎
え
た
豊
岡
市

の
現
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
専
門
職
大
学
と
は
、
17
年
５
月
の

学
校
教
育
法
の
改
正
で
設
け
ら
れ
た

新
し
い
大
学
制
度
で
す
。
こ
の
芸
術

文
化
観
光
専
門
職
大
学
は
、
そ
の
名

が
示
す
通
り
「
芸
術
文
化
」
と
「
観

光
」
の
２
つ
の
視
点
か
ら
地
域
活
性

化
を
学
び
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
を

担
う
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
、
学
部
長
の
古
賀
弥
生
教
授
は

「
但
馬
地
域
を
中
心
に
、
観
光
・
経

営
を
テ
ー
マ
に
年
間
30
～
40
件
の
連

携
・
貢
献
事
業
を
実
施
し
て
い
る
」

と
紹
介
。
芸
術
と
い
う
視
点
で
は「
学

生
は
演
劇
や
ダ
ン
ス
も
学
ぶ
こ
と
で

自
己
表
現
力
を
高
め
て
い
る
。
地
域

と
連
携
し
た
演
劇
祭
な
ど
に
よ
り
、

芸
術
を
通
し
た
交
流
が
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
大
学
開
学

の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
視
察
後
に
は
会
場
を
移
し
て
懇
談

会
・
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
前
豊
岡
市
長
で
（
一

社
）
豊
岡
ア
ー
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
理
事

長
の
中
貝
宗
治
氏
が
「
深
さ
を
も
っ

た
演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。「
芸
術
文
化
は
多
様
性
を

受
け
入
れ
る
風
土
を
育
み
、
ま
ち
の

寛
容
性
を
高
め
る
」
と
し
た
上
で
、

豊
岡
市
を
世
界
か
ら
見
た
演
劇
の
聖

地
に
し
た
い
と
い
う
自
身
の
考
え
に

つ
い
て
「
他
所
と
は
違
う
突
き
抜
け

た
考
え
方
や
お
も
し
ろ
さ
が
ま
ち
を

蘇
ら
せ
る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　
続
く
座
談
会
で
は
各
所
が
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
。
観
光
動
向
や
コ

ロ
ナ
禍
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

増
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

問
題
、
大
阪
・
関
西
万
博
時
の
誘
客

活
動
な
ど
、
課
題
を
共
有
し
な
が
ら

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
豊
岡
商
議
所
会
頭
・
岡

本
慎
二
座
長
の
も
と
、
地
域
資
源
活

用
に
よ
る
広
域
連
携
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
へ
の
積
極
的
要
望
活
動
、
圏

域
全
体
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
な
ど
に

つ
い
て
の
共
同
声
明
を
採
択
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

報
告
＝
地
域
振
興
課
係
長
　
田
中

弘
幸

  

鳥
取
・
豊
岡
・
京
丹
後
交
流
会

鳥
取
・
豊
岡
・
京
丹
後
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸
術
文
化
と
観
光
を
切
り
口
に

芸
術
文
化
と
観
光
を
切
り
口
に

    

３
府
県
の
連
携
強
化
を
確
認

３
府
県
の
連
携
強
化
を
確
認

共同声明を採択した児嶋会頭（左）ら
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
企
画
政
策
委
員

会
（
平
井
耕
司
委
員
長
）
は
11
月
１

日
（
水
）
か
ら
２
日
間
、
鳥
取
大
学

振
興
協
力
会
（
安
田
和
雄
会
長
）
と

共
に
石
川
県
内
で
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
先
進
企
業
３
社
の
視
察
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
視
察
研
修
に
は
平
井
委
員
長
の
ほ

か
同
委
員
会
か
ら
５
人
、
鳥
取
大
学

振
興
協
力
会
か
ら
15
人
の
合
計
20
人

が
参
加
し
、
企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
に
お
け

る
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
視
察
初
日
は
、
金
沢
市
大
野
町
で

醤
油
や
味
噌
、
糀
関
連
商
品
を
製

造
・
販
売
し
て
い
る
㈱
ヤ
マ
ト
醤
油

味
噌
を
訪
問
し
、
同
社
の
山
本
耕
平

営
業
部
長
（
後
継
者
）
か
ら
Ｄ
Ｘ
化

を
進
め
る
に
至
っ
た
背
景
や
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
醤
油
の
５
大
産
地
の
一
つ
で
も
あ

る
大
野
町
は
か
つ
て
20
軒
以
上
の
醤

油
味
噌
の
生
産
者
が
い
た
地
域
で
す

が
今
で
は
半
減
。
こ
の
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
た
山
本
部
長
は
、「
地

域
の
生
業
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い

が
原
動
力
に
な
っ
た
。
発
酵
食
文
化

を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
生
産

性
を
高
め
る
必
要
を
感
じ
た
」
と
Ｄ

Ｘ
化
に
取
り
組
ん
だ
背
景
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
直
売
店

舗
に
設
置
し
て
通
行
量
や
年
齢
・
性

別
を
把
握
し
入
店
率
や
購
買
率
、
客

単
価
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
社
内
で
情

報
を
共
有
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
需
要
予
測
に
基
づ
い
た

従
業
員
の
シ
フ
ト
作
成
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
か
し
た
経
営
手
法
を
解

説
し
ま
し
た
。

　
視
察
２
日
目
は
、
は
じ
め
に
板
金

加
工
・
塗
装
を
業
と
す
る
白
山
市
の

㈱
小
林
製
作
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
１
９
８
０
年
代
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
世
の
中
に
出
始
め
、

社
長
が
い
ち
早
く
生
産
に
自
作
の
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
な
ど
従
来
か

ら
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
企
業
風
土
が
醸

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
自
社
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
ｏ

ｐ
ａ
ｋ
―
Ｄ
Ｘ
」
は
、
生
産
現
場
全

て
に
カ
メ
ラ
や
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
、

製
品
ご
と
、
取
引
先
ご
と
の
収
支
状

況
や
作
業
の
進
捗
が
全
社
員
で
共
有

で
き
ま
す
。
ま
た
記
録
さ
れ
た
画
像

デ
ー
タ
は
従
業
員
の
勤
怠
管
理
や
技

能
レ
ベ
ル
の
把
握
、
ク
レ
ー
ム
処
理

時
の
原
因
解
明
に
も
活
躍
す
る
な
ど

ま
さ
に
究
極
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

の
実
現
が
可
能
な
仕
組
み
で
し
た
。

　
視
察
先
の
最
後
は
金
沢
市
に
あ
る

ア
ル
ム
㈱
を
訪
問
。
同
社
は
、
切
削

加
工
に
お
い
て
労
務
コ
ス
ト
の
大
半

を
要
す
る
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
自
動
生
成
す
る
サ
ー

ビ
ス
「
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
」
を
開

発
し
、
完
全
自
動
化
し
た
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
は
所
有

設
備
の
癖
、
匠
の
技
の
領
域
も
Ａ
Ｉ

学
習
で
補
正
で
き
る
な
ど
細
部
ま
で

拘
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
会
は
、
視
察
先

そ
れ
ぞ
れ
で
取
り
組
み
内
容
の
特
徴

は
違
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
デ
ジ
タ

ル
化
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
業
務
変
革
の

必
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と

と
も
に
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
営
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
研
修
会
で
し
た
。

 

（
報
告
＝
経
済
振
興
課
長
　
佐
藤

順
）

  

企
画
政
策
委
員
会
視
察
研
修
会

企
画
政
策
委
員
会
視
察
研
修
会

　
　
　
　

中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
先
進
事
例
を
視
察

中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
先
進
事
例
を
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ー
タ
活
用
の
重
要
性
を
学
ぶ

デ
ー
タ
活
用
の
重
要
性
を
学
ぶ

説明を聞く参加者ら

工場内を視察する参加者ら
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
ま
ち
な
か
賑
わ

い
創
出
特
別
委
員
会
（
大
田
斉
之
委

員
長
）
は
11
月
６
日
（
月
）、７
日
（
火
）

の
２
日
間
、
静
岡
県
の
静
岡
市
と
沼

津
市
を
訪
れ
、
中
心
市
街
地
活
性
化

対
策
や
再
開
発
事
業
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
今
年
度
、
若
桜
街
道

沿
い
ビ
ル
群
の
老
朽
化
問
題
を
主
要

テ
ー
マ
の
一
つ
と
捉
え
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
若
桜
街
道
に
面
し
た
建
物
は
、
鳥

取
大
火
の
復
興
に
際
し
、
１
９
５
０

年
代
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
多

く
は
火
災
の
延
焼
被
害
を
食
い
止
め

る
た
め
、
防
火
建
築
帯
と
し
て
帯
状

に
建
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
建
築
物
で
す
。
こ
の
よ
う
な
建
物

は
、
隣
の
店
舗
と
完
全
に
密
着
し
て

お
り
、
単
独
の
建
て
直
し
や
大
規
模

な
修
繕
工
事
が
難
し
い
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
視
察
で
訪
れ
た
静
岡
、
沼

津
の
両
市
は
、
鳥
取
市
と
同
様
に
防

火
建
築
帯
を
擁
す
る
都
市
で
あ
る
と

と
も
に
、
防
火
建
築
帯
の
再
開
発
実

績
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
進
行
中
の
再

開
発
事
業
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
視

察
先
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
訪
れ
た
静
岡
市
は
、
人
口

67
万
人
を
超
え
る
政
令
指
定
都
市
。

数
多
く
の
再
開
発
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
現
在
も
静
岡
駅
前
で
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
駅
北
側

で
は
再
開
発
促
進
地
区
に
指
定
。
民

間
活
力
の
導
入
・
活
用
を
積
極
的
に

図
り
、
民
間
事
業
者
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
静
岡
市
の
視
察
で
は
、
市
役
所
で

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
聞
く
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

の
一
室
を
改
装
し
、
ホ
テ
ル
と
し
て

活
用
し
て
い
る
「
ビ
ル
泊
」
事
業
を

見
学
す
る
た
め
、
運
営
会
社
で
あ
る

㈱
Ｃ
Ｓ
Ａ
不
動
産
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　「
ビ
ル
泊
」
事
業
は
、
静
岡
市
中

心
部
に
点
在
す
る
６
つ
の
ビ
ル
の
10

室
を
オ
ー
ナ
ー
か
ら
借
り
受
け
て
運

用
。
既
存
の
物
件
を
活
用
し
な
が
ら

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
ま

ち
に
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
好

事
例
と
し
て
、
経
済
産
業
省
が
選

定
す
る
『
は
ば
た
く
商
店
街
30
選

２
０
２
１
』
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
沼
津
市
中
心
部
の
防

火
建
築
帯
の
再
開
発
事
業
が
進
行
し

て
い
る
町
方
町
・
通
横
町
第
一
地
区

再
開
発
組
合
を
訪
れ
、
当
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
町
方
町

エ
リ
ア
の
建
物
も
複
数
店
舗
が
完
全

に
密
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
桜

街
道
沿
い
の
建
物
と
同
様
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
町
方
町
で
は
、
一
部
地
権
者
が
中

心
と
な
り
、２
０
１
０
年
に
再
開
発
準

備
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
関
係

者
の
意
見
集
約
に
苦
慮
し
、
10
年
以

上
に
わ
た
り
議
論
が
停
滞
。
よ
う
や

く
23
年
３
月
に
事
業
計
画
の
認
可
に

こ
ぎ
着
け
、
28
年
の
事
業
完
了
を
目

指
し
て
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
年
停
滞
し
て
い
た
状
況
が
一
挙

に
進
展
し
た
き
っ
か
け
は
、
専
門
家

に
依
頼
し
、
地
権
者
各
自
の
費
用
負

担
額
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
た
具
体

的
な
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
こ
と
で
す
。

　
再
開
発
組
合
の
海
野
副
理
事
長
は

「
関
係
者
間
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

は
、
明
確
な
数
字
を
用
い
て
話
を
す

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
」
と
経
験
談

を
語
り
ま
し
た
。

報
告
＝
地
域
振
興
課
主
任
　
木
下
雄

佑

  

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
視
察
研
修

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

防
火
建
築
帯
再
整
備
を
学
ぶ

防
火
建
築
帯
再
整
備
を
学
ぶ

静岡市役所での意見交換の様子

町方町の防火建築帯

　
中
心
市
街
地
の
再
生
手
法
と
は

　
中
心
市
街
地
の
再
生
手
法
と
は
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）
は
11
月
15
日(

水
）

か
ら
２
日
間
、
新
鳥
取
駅
前
地
区
商

店
街
振
興
組
合
（
真
嶋
茂
理
事
長
）

と
合
同
で
、㈱
ま
ち
づ
く
り
松
山
（
愛

媛
県
松
山
市
）
を
部
会
員
ら
11
人
で

訪
問
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策

や
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域

電
子
マ
ネ
ー
「
ま
ち
ペ
イ
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
、
㈱
ま

ち
づ
く
り
松
山
の
加
戸
慎
太
郎
代
表

取
締
役
社
長
は
27
歳
の
時
に
帰
郷
。

そ
の
後
、
14
年
間
で
商
店
街
の
改
革

や
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立
、
ま
ち

ペ
イ
の
事
業
化
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
加
戸
社
長
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活
用
。
地
域

独
自
の
イ
ン
フ
ラ
で
集
め
た
ま
ち
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
施
策
立
案
、
新
事
業
の
立
ち
上
げ

な
ど
を
強
力
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
デ
ー
タ
収
集
の
一
つ
と
し
て
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
を
活
用
し
、
人
流
分
析
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
・
性
別
・

時
間
帯
別
・
日
別
の
来
街
者
デ
ー
タ

か
ら
、
エ
リ
ア
内
の
動
態
を
詳
細
に

調
べ
る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
に
ど
れ

だ
け
経
済
効
果
が
波
及
し
て
い
る
か

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
「
ま
ち
ペ

イ
」
は
、
地
元
商
店
街
で
発
行
し
て

い
た
「
お
買
い
物
商
品
券
」
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
く
考
え
か
ら
地
域

デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
導
入
に
発
展
し
、

２
０
１
８
年
に
始
動
。
若
者
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
「
ま
ち
ペ
イ
」

は
現
在
、
数
多
く
の
店
舗
で
導
入
さ

れ
、
地
域
の
決
済
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
山
市
の
人
口
は
約
50
万
人
。
人

口
減
少
に
伴
う
経
済
規
模
の
縮
小
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、加
戸
社
長
は
「
地

域
の
活
性
化
に
は
、
域
内
経
済
の
流

動
性
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
そ
の
後
、
松
山
中
央

商
店
街
内
の
店
舗
に
移
動
し
、
実
際

に
ス
マ
ホ
に
「
ま
ち
ペ
イ
」
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
買
い
物
を
体
験
。
最

大
限
に
デ
ジ
タ
ル
を
取
り
入
れ
た
ま

ち
づ
く
り
や
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
に

大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

報
告
＝
経
営
支
援
一
課
課
長
補
佐
　

橋
本
裕
城
（
流
通
部
会
担
当
）

加戸社長から説明を受ける参加者

  

流
通
部
会
が
松
山
市
を
視
察

流
通
部
会
が
松
山
市
を
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

地
域
電
子
マ
ネ
ー
動
向
に
関
心

地
域
電
子
マ
ネ
ー
動
向
に
関
心

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

まちペイを体験する参加者

0857 32－8003
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
は
11
月
７
日

（
火
）
と
８
日
（
水
）
の
両
日
、
鳥

取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議

所
ビ
ル
（
ま
た
は
自
社
）
と
東
京
都

中
央
区
の
バ
イ
ヤ
ー
会
場
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
い
で
食
品
商
談
会
を
開

き
、
地
元
事
業
者
19
社
が
自
社
商
品

を
売
り
込
み
ま
し
た
。

　
首
都
圏
へ
の
販
路
開
拓
・
拡
大
を

目
指
す
商
談
会
は
今
回
で
６
回
目
。

昨
年
度
に
続
い
て
バ
イ
ヤ
ー
マ
ッ
チ

ン
グ
や
催
事
販
売
な
ど
販
路
拡
大
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
東
京
都
の
㈱
日
庄
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
商
談
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
Ｆ

Ｃ
Ｐ
展
示
会
・
商
談
シ
ー
ト
を
提
出

し
、
商
談
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
バ

イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
後
、
事
前

に
商
品
サ
ン
プ
ル
を
送
付
し
て
商
談

会
に
備
え
ま
し
た
。

　
商
談
会
初
日
、
出
展
者
会
場
の
鳥

取
商
議
所
で
は
午
前
９
時
20
分
か
ら

３
つ
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
１
商
談

30
分
で
商
談
を
開
始
し
、
２
日
目
の

午
後
６
時
10
分
ま
で
全
61
商
談
の
熱

心
な
や
り
取
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
商
談
会
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
商

品
の
特
徴
や
製
造
方
法
、
商
品
到
着

ま
で
の
所
要
期
間
な
ど
の
質
問
が
相

次
ぎ
、
双
方
の
条
件
に
沿
っ
た
交
渉

が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
展
事
業
者
は
商
品
に
対

す
る
味
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
ほ
か
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

聞
く
食
品
業
界
の
ト
レ
ン
ド
や
動
向

に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

熱心に売り込む事業者

    

バ
イ
ヤ
ー
と
の
食
品
商
談
会

バ
イ
ヤ
ー
と
の
食
品
商
談
会

　
　
　
　

　
　
　
　

販
路
拡
大
を
目
指
し
商
品
Ｐ
Ｒ

販
路
拡
大
を
目
指
し
商
品
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
慢
の
自
社
商
品
を
首
都
圏
へ

自
慢
の
自
社
商
品
を
首
都
圏
へ

　　　今年こそは事業承継に取り組まなければなりません。私が経営する会社
　　　はもちろん上場していませんし、私が100パーセント近い株式を保有し
ておりますので、私の死後多額の相続税が課税される見通しです。相続税の納
税資金をどう工面するか悩ましいところです。ところで、従業員持株会を設立し
て株式譲渡する方法があると耳にしましたが、有効な方法といえるでしょうか。
　　　今回は事業承継と従業員持株会について説明します。上場していない会
　　　社の株式は、上場している会社の株式のように譲渡して換金すること自

体が困難であり、相続税評価額で売却することはなおさら困難です。
　また、経営権承継の観点から、社外の者へ譲渡することも考えにくいといえます。
　そこで、経営権に影響しない程度の株式数を従業員持株会に譲渡することで、株式を社外に流出させ
ず、かつ事業を承継する者に相続させる株式数を減らすことが可能となり、その分相続財産である株式
数を減少させることが可能となります。
　つまり、経営上必要な株式数は事業を承継する者及びその一族が所有し、それ以外の株式について従
業員持株会に譲渡することにより、相続財産を減らし相続税を減少させることが可能となります。これ
により、相続税の納税資金を工面できないことによって生じる事業承継への支障を防止することが期待
できます。
　なお、従業員持株会は、従業員の勤労意欲を高めるとと
もに財産形成などの福利厚生対策にもなりますが、他方で、
従業員持株会を設立したとしても従業員が加入し運用され
ることがない等課税を免れる目的で設立されたといえる場
合には、脱税に該当する危険性がありますのでご注意下さい。

 事業承継と従業員持株会事業承継と従業員持株会
Q

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
153

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857
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動 向

ＡＮＡからのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

Vol.83Vol.83

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座

『サイエンス・アカデミー』を開催しています。

　今回は倉吉交流プラザを主会場とし、ライブ中継会場と

して県民ふれあい会館などのほか、Zoomによりご自宅で

もご視聴いただけます。

○令和６年１月27日（土）10：30 ～ 12：00

　講師：教育支援・国際交流推進機構 国際交流センター

　　　　教授　御舘　久里恵

　演題：シリーズ　日本語を再発見する

　　　　「やさしい日本語」によるコミュニケーション

※お申し込みは電話・メール・ホームページに

て、お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願

い致します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室

� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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動 向
 

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
パ
ジ
ャ
・
ス
ポ
ー
ツ
　
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
パ
ジ
ャ
鳥
取

　
鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
３
８
―
４

鳥
取
市
役
所
駅
南
庁
舎
６
Ｆ

　
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
＝

�

岸
田
　
吉
司

◆
㈱
ト
ー
ヨ
ー
シ
ョ
ッ
プ
丸
山

　
鳥
取
市
千
代
水
１
丁
目
11
―
２

　
代
表
取
締
役
＝
山
田
　
健
太

◆（
弁
法
）お
お
る
り
法
律
事
務
所

　
鳥
取
市
栄
町
２
０
５

　
代
表
＝
森
　
祥
平

【
社
名
変
更
】

◆
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｂ
ａ
ｒ
蝶
ａ
ｇ
ｅ
ｈ
ａ

→
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＆
Ｂ
ａ
ｒ
蝶
ａ
ｇ
ｅ

ｈ
ａ

◆
小
谷
　
太
樹
→
㈱
Ｍ
Ｙ
Ｋ

◆
カ
フ
ェ
ス
フ
レ
→
ケ
ー
キ
工
房
ス

フ
レ

◆（
弁
法
）
河
本
・
森
法
律
事
務
所
→

（
弁
法
）お
お
る
り
法
律
事
務
所

【
住
所
変
更
】

◆
東
皇

　
鳥
取
市
湖
山
町
北
６
丁
目
５
０
２

―
４
　
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
リ
ス
ボ
ン

１
０
１
→
鳥
取
市
賀
露
町
南
６
丁

目
８
―
23

◆
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＆
Ｂ
ａ
ｒ
蝶
ａ
ｇ
ｅ
ｈ

ａ
　
鳥
取
市
末
広
温
泉
町
３
０
８
　
２

Ｆ
→
鳥
取
市
弥
生
町
３
３
６

◆
㈱
フ
ジ
医
療
器
岡
山
営
業
所

　
岡
山
県
岡
山
市
東
区
金
岡
西
町

１
１
５
７
―
１
→
岡
山
県
岡
山
市

中
区
国
富
３
―
９
―
６

◆
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
明
王

　
鳥
取
市
若
桜
町
20
→
鳥
取
市
気
高

町
奥
沢
見
８
８
３
―
６

◆
と
り
け
ん
サ
ポ
ー
ト
㈱

　
鳥
取
市
南
吉
方
２
―
８
　
メ
ゾ
ン

ド
ー
ル
１
階
→
鳥
取
市
湖
山
町
北

６
丁
目
４
４
８
番
地
25

◆
㈲
プ
ロ
テ
ク
ト

　
鳥
取
市
南
栄
町
８
番
地
→
鳥
取
市

南
栄
町
33
番
地
20

◆
ケ
ー
キ
工
房
ス
フ
レ

　
鳥
取
市
千
代
水
３
丁
目
31
―
２
→

鳥
取
市
千
代
水
２
丁
目
１
１
１
ｍ

ｏ
ｃ
ｏ
３
号
館
１
Ｆ

　
社
名
変
更
・
代
表
者
変
更
・
住
所

変
更
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

�

鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
け
出
分

～研究紹介～
氏　　　名　中山　実郎（なかやま　じつろう）

� 教授

所　　　属　公立鳥取環境大学

　　　　　　経営学部経営学科

取 得 学 位　修士（法学）（明治大学）

研究テーマ　民法、企業法、消費者法

主な研究内容
　私法の基本法である民法を中心に、関連する法領域を研

究対象にしています。民法は財産の所有やお金やものの貸

借り、その他の契約事、婚姻や相続といった私たちの日々

の営みや経済活動に広くかかわる法律です。組織も含め、

人対人の関係はそこに利害が絡むと複雑化し、争いごとに

発展する場合もあります。紛争の解決や未然に防ぐ手段と

して、関係する法規を知り、役立てることは大いに意義が

あると考えます。例えば「契約の重要性に着目し、契約書

の内容を適宜見直し、必要に応じて変える」、「自社の業務

に法的な視点をあてて、経営上のリスクを軽減する」、「法

律知識を仕事の知恵として活かす」、正に企業法務の真骨

頂といえます。さて、最近の関心事に、空き家や所有者不

明土地の増加と問題解消に向けた相続・登記制度の改正が

あります。登記簿を見ても記載されている情報が古く、現

在の所有権者を特定できない、相続権者多数により権利関

係が容易に確認できないという不動産の増加は、日本各地

で深刻な影響をもたらしています。不動産の流通が滞るば

かりでなく、公共事業の用地取得に多大な時間と労力を要

したなどの事例が報告されています。登記は不動産の戸籍

とも例えられる制度です。当然、最新の権利関係が正確に

記載されている必要があります。相続が生じても、何世代

にもわたって登記を変更せずに放置しておいた、これが空

家や所有者不明土地の増加をもたらす主な原因とされてい

ます。政府も所有者不明不動産の問題解決は我が国の大き

な課題と捉えて、2024年には相続、登記、空き家のルール

が大きく変わることになりました。今回の改正は、従来の

常識が通用しない、市民生活に大きな影響を与える大改革

であり、正しい理解と早めの備えが肝心との声も聞こえて

きます。我々の専攻分野も常に知識のアップデートに迫ら

れているといえましょう。

応用分野
　契約実務、登記簿の読み方、消費者契約と消費者問題

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.12Vol.12
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

会社のこれからを考える
～廃業と事業承継～

岡本 啓司 38分 健
康

失敗事例から学ぶ
相続対策の４つの柱 松尾 企晴 41分

　　　新しい株式市場
東証TOKYO PRO Marketとは
えっ、中小企業でもIPO(上場)できるの？

神田 邦夫 33分 労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98分

アナウンサー直伝！
攻めの広報セミナー 小野木 梨衣 38分 法

律
会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします
【3. ハラスメント・労災について】

米澤 章吾 11分

研
修
・
人
材
育
成

経営者・管理者が成果を出すための
12の原理原則（12）

片貝 竜也 7分 税
務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度
の概要と電子帳簿保存法のポイン
ト」令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107分

元商社マンが語る 価格交渉の極意 生駒 正明 43分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

必見！人を動かす３つの極意 生駒 正明 44分 政
治

経
済

SDGs入門講座～親子でできる・
家庭でできるSDGs～ 福田 多美子 45分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

NEW

NEW

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで600タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　http://www.tottori-cci.or.jp/

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

お す す め セ ミ ナ ー

原材料高騰や人件費上昇圧力など経営
環境が厳しさを増すなか、会社を存続、
発展させるためには 5 年先の数値目標
を設定し、現状と目標のギャップを埋
める構造的な変革が必要です。自社を
高収益体質にするために、どこから着
手し、どのように実現していくか、具
体的な事例を交え解説します。

野口経営コンサルティング代表 野口　崇

11 インボイス制度まるわかり講習

タイトル 講師名 時間 内容

一
般
経
営

会社のこれからを考える
～廃業と事業承継～

岡本 啓司 38 分

中小企業の廃業理由の約 3 割が「後継者難」であると言われています。
後継者候補がいないと廃業するしか道は無いのか？ そもそも事業承継に
ついて何から考えればよいのか？ このセミナーでは中小企業の廃業の現
状と事業承継に関する意思決定のポイントについてお伝えします。

　　　新しい株式市場
東証 TOKYO PRO Market とは
えっ、中小企業でもIPO(上場)できるの？

神田 邦夫 33 分

規模が小さい企業でも上場が可能な「TOKYO PRO Market」をご存じで
すか？ 知名度は低いものの、開設以降、右肩あがりで上場会社数が増えて
おり2023 年９月時点で 80 社になりました。このセミナーでは「TOKYO 
PRO Market」の概要、上場の条件、そして上場のメリットを紹介します。

アナウンサー直伝！
攻めの広報セミナー 小野木 梨衣 38 分

テレビに一度でも出ることができれば知名度が上がり、大きな宣伝効果が得
られます。出演には高いハードルがあると思われがちですが、実は無名でも
コネがなくてもテレビに出る方法があります！番組制作側の視点から取材した
いと思ってもらえるプレスリリースの書き方・送り方をお伝えします。

研
修
・
人
材
育
成

経営者・管理者が成果を出すための
12 の原理原則（12）

片貝 竜也 7 分

数多くの研修を手掛ける講師。研修後に「成果を出せる人」と「成果を出せない人」
がいます。その違いは、研修で学ぶスキル以外の部分、物事や状況に対する認識
と対応の仕方という原理原則にありました。全 12 回でその原理原則をお伝えしま
す。第 12 回は＜失敗の原因は「情報不足」「過信」「思い込み」「面倒」＞です。

元商社マンが語る 価格交渉の極意 生駒 正明 43 分

輸出企業の業績は回復基調で受注が増えている会社もありますが、競争が
激しい業界の企業は受注単価を引き上げることが難しい状況です。このセミ
ナーではインフレや原料高騰のなか「販売価格を上げる」「仕入れ価格を調
整する」などの価格交渉を有利に進めるためのポイントを学びます。

必見！人を動かす３つの極意 生駒 正明 44 分

なぜか部下が、自分の思い通りに動いてくれない…。コミュニケーションの方法
や自らの心構えを変えることで、その悩みは解決するかもしれません。人が動く
ようになる環境・関係性の作り方や、誰もができる効果的な伝え方・聴き方を身
につけ、社内の人材活用・育成、生産性向上、営業力強化に繋げていきましょう。

健
康

失敗事例から学ぶ
相続対策の４つの柱 松尾 企晴 41 分

なんとなくまだ先のことと思い、相続について深く考えたことがない方は多いと
思います。しかし、いざというときに始めても、もっと早く備えておけばとなる
ケースや、揉めごとは起こらないと思っている家族でも問題になるケースが多く
見られます。具体的な事例を交え、親と子が知っておくべきことをお伝えします。

労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98 分

入社時に必要な書類とその目的は？ 試用期間についての適切な設定と
は？ 労働時間についての原則や 36 協定とは？ 書類を記入する際の注意
点を、実際の書類を見ながら解説します。従業員が入社する際の業務に向
けて、人事労務の基礎を確認していきましょう。

法
律

会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします

【3. ハラスメント・労災について】
米澤 章吾 11 分

労働問題（解雇・残業・セクハラ・パワハラなどのハラスメント）の企業側
の弁護を担当する講師（労務管理のエキスパート）。セミナー時によく受け
る質問に 3 回シリーズでお答えします。第 3 回目は「パワハラ」「セクハラ
と冤罪」「業務災害」など、ハラスメント・労災についての対応事例です。

税
務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度
の概要と電子帳簿保存法のポイン
ト」令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107 分

令和 5 年度の税制改正によって見直しが行われた適格請求書等保存方式（イン
ボイス制度）の概要と、電子帳簿保存法のポイントを解説します。特に免税事
業者にとっては事業に大きく影響を与える制度として慎重かつ迅速な対応が迫ら
れています。すべての事業者にとって必要な知識をわかりやすくお伝えします。

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92 分

新しく経理を担当される方へ、簿記の基本的な知識や経理実務の流れ、決
算書の読み方についてわかりやすく説明します。新人の経理担当者だけでな
く、すでに経理事務に携わっている方でも再確認がしやすい内容です。業
務の概要をつかみ、実務を円滑に進められるようになりたい方は必見！

政
治

経
済

SDGs 入門講座～親子でできる・
家庭でできる SDGs ～ 福田 多美子 45 分

企業に対して SDGs に関するコンサルティングを行っている講師。企業という
立場から SDGs への取り組みを考えた時、自社の業種と SDGs で一体何が

できるのか・・・どのようにアプローチすれば良いのか・・・SDGs の取り組み
方について企業だけでなく、家庭でもすぐに実践できるように解説いたします。

22

2023 年 10 月から施行予定のインボ
イス制度。「言葉は知っているけど、ど
のような制度なの？」「何をどう準備す
ればいいの？」という方が多いのでは
ないでしょうか？ 制度開始後、消費税
免税事業者であることで取引ができな
くなってしまうと大変です。準備がお
済みでない方はご聴講ください。

税理士・行政書士・税理士法人
フューチャーコンサルティング 代表社員 小澄　健士郎

会社を存続・発展させる
高収益化計画セミナー

※ 2023 年 10 月の再生回数を集計

N E W

N E W

N E W

一般経営

月間 視 聴 ラン キング  BEST 2

税務・財務・経理

NEW
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でも、うちの会社
「業務災害補償プラン」に加入して
たから、誠意をもって遺族の方に
対応できたんだよ。

そう
そう

先輩、この前のAさんの労災事故、
損害賠償額が1億円だったらしい
じゃないですか!

会社大丈夫なの?

ボクらが安心して働けるのも
会社が守ってくれてるからだね

ですよネ
!

そうなんですか…だから会社の
経営が悪化しなかったんですね。

よか
った～

遺族の方も今後の生活の
見通しがついたって、
感謝してくれたよ。

全 国 商 工 会 議 所

多様化・複雑化の傾向にある
「労災事故」から会員企業も
従業員もお守りします。

 あなたの会社が
「業務災害補償プラン」に加入していれば!

会員企業には…

従業員には…

資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に!

業務災害補償
プラン

企業防衛の決定版!

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。●本募集広告は業務災害補償プランの概要を示したものです。補償
の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。詳細は引受保険会社の約款、パンフレットでご確認ください。●お見積り、ご加入手続きは引受損害保険会社にお問い合わせください。ご不明の点が
ありましたら代理店にお問い合わせください。
※本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

商工会議所では、本プランのほかにも会員事業所従業員の福利厚生の充実を目的とした「生命共済制度」「特定退職金共済制度」など、各種共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

発生

増加

厳格化

増加
うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

短期間労働者、パート・
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

1億円を超える
高額な賠償事例が

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

東京海上日動火災保険株式会社［業務災害総合保険]　損害保険ジャパン株式会社［事業活動総合保険]　三井住友海上火災保険株式会社［業務災害補償保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社［タフビズ業務災害補償保険（業務災害補償保険）]　大同火災海上保険株式会社［業務災害補償保険]

各地商工会議所
お 問 い 合 わ せ 先

商工会議所名簿日本商工会議所
制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/
商 工 会 議 所 の 保 険 制 度 H P

パート・アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心!

引 受 損 害 保 険 会 社

2023年5月

●全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引
　などが適用された保険料（一般加入と比べ約半額の掛金水準）
●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊）
政府労災保険への加入が必要です。
（使用者賠償責任補償は政府労災の決定を待つ場合があります）
（＊）精神疾患、脳・心疾患等の疾病や自殺は政府労災で認定されれば補償可能
●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
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299
〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
い
よ
い
よ
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

年
末
年
始
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
考
え
る
時

季
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
市
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
カ
ラ
フ
ル
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
彩
り
、
街
全
体
が
い

つ
も
と
は
違
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、
歩
い

て
い
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
さ
て
、
去
る
11
月
4
日
に
鳥
取
商
工
会
議

所
青
年
部
創
立
45
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀

会
を
行
い
ま
し
た
。
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
皆

さ
ま
に
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
式
に
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
丁
重
な
る
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
と

共
に
、
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
が
盛
大
に
開

催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、当
青
年
部
一
同 

心

よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
昭
和
54
年
の
設
立
以
来
、

因
幡
千
本
桜
事
業
、
鳥
取
城
跡
事
業
、
星
取

県
事
業
、鳥
取
交
通
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、地
域
に

貢
献
す
る
様
々
な
活
動
を
行
い
、
全
国
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
大
賞
の
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
2
回
も
受
賞

す
る
な
ど
精
力
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
35
周
年
時
に
発
表

し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
、B

low
 N
ew
 W
ind

「
新
し
い
風
を
因
幡
に
」、
に
続
き
40
周
年
に

は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
＝
鳥
取
力
「
個
々
の
チ
カ
ラ

集
結
し
、
全
国
屈
指
の
青
年
経
済
団
体
を
目

指
す
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
活
動
を
行
っ
た

結
果
、
今
で
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
数
も

2
0
0
名
を
超
え
、
組
織
力
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
高
い

志
を
持
ち
事
業
を
行
わ
れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
の
皆

様
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
厚
情
を
胸
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

「C
IV
IC
P
R
ID
E

」
鳥
取
愛
と
誇
り
を
醸
成

し
「
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
」
を
創
造
し
地
域

の
発
展
に
期
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
努
力

を
し
て
行
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
12
日
に
は
、
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子

舞
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
同
様
に
麒
麟
獅
子
舞
の
保
存
、
継

承
、
認
知
度
向
上
、
そ
し
て
子
供
た
ち
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
担
い
手
の
育
成
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
純

粋
に
麒
麟
獅
子
を
見
に
来
ら
れ
た
方
や
、
獅

子
を
見
て
泣
き
わ
め
く
子
供
や
、
猩
々
と
戯

れ
る
子
、
麒
麟
獅
子
舞
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
子
な
ど
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
麒
麟

獅
子
舞
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
の
か
な
と
感

じ
る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
の
担
い
手
に
繋

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
11
月
19
日
に
は
、
と
っ
と
り
交
通

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
提

言
か
ら
始
ま
り
今
回
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
駅
前
バ
ー
ド
ハ
ッ
ト
、
丸
由
百
貨
店
屋

上
に
て
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
や
県
内
外
か

ら
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
と
い
え
ば
現
在
鳥
取
市
で
は
、

と
り
モ
ビ
（
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
交

通
）
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先

日
私
も
利
用
し
て
み
ま
し
た
。
バ
ス
以
上
、

タ
ク
シ
ー
未
満
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
、

買
い
物
や
通
院
な
ど
普
段
使
い
に
便
利
な
交

通
手
段
だ
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
し
、
現
在

は
駅
南
エ
リ
ア
の
み
の
運
行
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
エ
リ
ア
が
広
が
れ
ば
車
が
無
く
て
も

よ
り
便
利
に
生
活
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。ぜ
ひ
皆
様
も
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 12 月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報ブランディング委員会
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11
月
4
日
（
土
）
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
に
て
、
創
立
45
周

年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
記
念
大
会
は
、
記
念
式
典
及
び
記
念
祝
賀
会
の
2
部
構
成
で
開
催
し
、

当
日
は
、
2
6
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
多
数
の
ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

歴
代
会
長
表
彰
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
記
念
祝
賀
会
で
は
、
委
員
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
鏡

割
り
、
歓
談
、
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
Ｐ

Ｒ
、
城
北
高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
演
舞
、
当
会
の
政
策
提
言
に
よ
り
実
現

し
た
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
の
案
内
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
本
番
の
滞
り
な
い
運
営
を
す
る
べ
く
準
備
し
て
く
れ
た
45
周
年
企
画
実

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
尽
力
、
そ
し
て
、
本
番
当
日
に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を

担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
一
人
一
人
が
、
責
任
感
と
熱
意
を
持
っ
て
ご

対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
成
功
に
導
け
た
の
だ
と
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
も
っ
と
も
っ
と
、
今
よ
り
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
単
会
と
な

る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
次
の
50
周
年
に
向
け
て
、
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
、
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン

『
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

鳥
取
愛
と
誇
り
を
胸
に
、
日
本
唯
一
の
賑

わ
い
を
つ
く
る
』
を
体
現
し
て
参
り
ま
す
。

45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
　
委
員
長
　
村
田 

浩
一

会長挨拶

集合写真

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
　
　
　
記
念
大
会
開
催

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
　
　
　
記
念
大
会
開
催

　
令
和
5
年
11
月
10
日
（
金
）
に
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
に
て
、「
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ×

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
特
別
企
画
」
オ
ー
プ
ン
委
員
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
は
市
内
に
2
つ
あ
る
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
1
つ

で
、
施
設
内
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
も

ら
い
な
が
ら
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
委
員
会
が
行
い
た

い
と
考
え
、
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
様
、
運
営
会
社
の
㈱
懸
樋
工
務
店
様

全
面
協
力
の
も
と
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
㈱
懸
樋
工
務
店
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
採
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
、特
別
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
事
業
構
築
の
ほ
か
、
職
場
環
境
の
改
善
や
人
材
確
保
に

向
け
た
社
内
で
の
取
り
組
み
な
ど
、
企
業
経
営
を
考
え
る
上
で
私
た
ち

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
は
ジ
ム
・
ゴ
ル
フ
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
、
体
験

会
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
同
士
で
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
一
生
懸

命
に
練
習
に
取
り
組
む
会
員
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
現
在
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
数
は
約
2
0
0
名
で
す
が
、
会
員
同
士
の

交
流
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
交
流
を
継
続
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
会
員
一
人
一
人
の
結
束
を
強

め
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
今
後
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介

　
令
和
5
年
11
月
12
日
（
日
）
に
「
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
3
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
は
昨
年
の

イ
ベ
ン
ト
創
設
時
か
ら
携
わ
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
実
行
委
員
会
に

出
向
者
を
出
し
企
画
段
階
か
ら
関
与
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
は
こ
ど
も
縁
日
を
担
当
し
射
的
、
型
抜
き
、
わ

な
げ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
ト
リ
ピ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
も
出
演
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
伝
統
芸
能
で
あ
る
麒
麟
獅
子
舞
の
維
持
、
存
続

と
、
県
域
を
越
え
た
活
動
団
体
相
互
の
交
流
・
研
鑽
、
さ
ら
に
は
麒

麟
獅
子
を
と
り
ま
く
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

ブ
ー
ス
で
も
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
麒
麟
獅
子
舞
は
令
和
元
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
状
で
は
ま
だ
認
知
度
は
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
担
い
手
不
足
な
ど

の
問
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
魅
力

あ
る
麒
麟
獅
子
舞
の
発
信
と
、
そ
れ
に
伴
う
鳥
取
愛
と
誇
り
の
醸
成

に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
来
場
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
麒
麟

獅
子
舞
を
繋
い
で
い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
様
々

な
形
で
地
域
の
為
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
河
田 

圭
太

集合写真

会場の様子

「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ×

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21

　
　
　
特
別
企
画
」
オ
ー
プ
ン
委
員
会

「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ×

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21

　
　
　
特
別
企
画
」
オ
ー
プ
ン
委
員
会

集合写真

講演の様子

日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
舞

　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
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 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
い
よ
い
よ
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

年
末
年
始
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
考
え
る
時

季
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
市
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
カ
ラ
フ
ル
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
彩
り
、
街
全
体
が
い

つ
も
と
は
違
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、
歩
い

て
い
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
さ
て
、
去
る
11
月
4
日
に
鳥
取
商
工
会
議

所
青
年
部
創
立
45
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀

会
を
行
い
ま
し
た
。
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
皆

さ
ま
に
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
式
に
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
丁
重
な
る
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
と

共
に
、
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
が
盛
大
に
開

催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、当
青
年
部
一
同 

心

よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
昭
和
54
年
の
設
立
以
来
、

因
幡
千
本
桜
事
業
、
鳥
取
城
跡
事
業
、
星
取

県
事
業
、鳥
取
交
通
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、地
域
に

貢
献
す
る
様
々
な
活
動
を
行
い
、
全
国
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
大
賞
の
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
2
回
も
受
賞

す
る
な
ど
精
力
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
35
周
年
時
に
発
表

し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
、B

low
 N
ew
 W
ind

「
新
し
い
風
を
因
幡
に
」、
に
続
き
40
周
年
に

は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
＝
鳥
取
力
「
個
々
の
チ
カ
ラ

集
結
し
、
全
国
屈
指
の
青
年
経
済
団
体
を
目

指
す
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
活
動
を
行
っ
た

結
果
、
今
で
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
数
も

2
0
0
名
を
超
え
、
組
織
力
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
高
い

志
を
持
ち
事
業
を
行
わ
れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
の
皆

様
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
厚
情
を
胸
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

「C
IV
IC
P
R
ID
E

」
鳥
取
愛
と
誇
り
を
醸
成

し
「
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
」
を
創
造
し
地
域

の
発
展
に
期
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
努
力

を
し
て
行
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
12
日
に
は
、
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子

舞
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
同
様
に
麒
麟
獅
子
舞
の
保
存
、
継

承
、
認
知
度
向
上
、
そ
し
て
子
供
た
ち
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
担
い
手
の
育
成
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
純

粋
に
麒
麟
獅
子
を
見
に
来
ら
れ
た
方
や
、
獅

子
を
見
て
泣
き
わ
め
く
子
供
や
、
猩
々
と
戯

れ
る
子
、
麒
麟
獅
子
舞
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
子
な
ど
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
麒
麟

獅
子
舞
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
の
か
な
と
感

じ
る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
の
担
い
手
に
繋

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
11
月
19
日
に
は
、
と
っ
と
り
交
通

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
提

言
か
ら
始
ま
り
今
回
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
駅
前
バ
ー
ド
ハ
ッ
ト
、
丸
由
百
貨
店
屋

上
に
て
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
や
県
内
外
か

ら
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
と
い
え
ば
現
在
鳥
取
市
で
は
、

と
り
モ
ビ
（
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
交

通
）
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先

日
私
も
利
用
し
て
み
ま
し
た
。
バ
ス
以
上
、

タ
ク
シ
ー
未
満
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
、

買
い
物
や
通
院
な
ど
普
段
使
い
に
便
利
な
交

通
手
段
だ
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
し
、
現
在

は
駅
南
エ
リ
ア
の
み
の
運
行
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
エ
リ
ア
が
広
が
れ
ば
車
が
無
く
て
も

よ
り
便
利
に
生
活
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。ぜ
ひ
皆
様
も
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 12 月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報ブランディング委員会
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11
月
4
日
（
土
）
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
に
て
、
創
立
45
周

年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
記
念
大
会
は
、
記
念
式
典
及
び
記
念
祝
賀
会
の
2
部
構
成
で
開
催
し
、

当
日
は
、
2
6
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
多
数
の
ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

歴
代
会
長
表
彰
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
記
念
祝
賀
会
で
は
、
委
員
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
鏡

割
り
、
歓
談
、
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
Ｐ

Ｒ
、
城
北
高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
演
舞
、
当
会
の
政
策
提
言
に
よ
り
実
現

し
た
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
の
案
内
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
本
番
の
滞
り
な
い
運
営
を
す
る
べ
く
準
備
し
て
く
れ
た
45
周
年
企
画
実

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
尽
力
、
そ
し
て
、
本
番
当
日
に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を

担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
一
人
一
人
が
、
責
任
感
と
熱
意
を
持
っ
て
ご

対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
成
功
に
導
け
た
の
だ
と
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
も
っ
と
も
っ
と
、
今
よ
り
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
単
会
と
な

る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
次
の
50
周
年
に
向
け
て
、
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
、
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン

『
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

鳥
取
愛
と
誇
り
を
胸
に
、
日
本
唯
一
の
賑

わ
い
を
つ
く
る
』
を
体
現
し
て
参
り
ま
す
。

45
周
年
企
画
実
行
委
員
会
　
委
員
長
　
村
田 

浩
一

会長挨拶

集合写真

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
　
　
　
記
念
大
会
開
催

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
　
　
　
記
念
大
会
開
催

　
令
和
5
年
11
月
10
日
（
金
）
に
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
に
て
、「
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ×

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
特
別
企
画
」
オ
ー
プ
ン
委
員
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
は
市
内
に
2
つ
あ
る
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
1
つ

で
、
施
設
内
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
も

ら
い
な
が
ら
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
委
員
会
が
行
い
た

い
と
考
え
、
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21
様
、
運
営
会
社
の
㈱
懸
樋
工
務
店
様

全
面
協
力
の
も
と
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
㈱
懸
樋
工
務
店
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
採
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
、特
別
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
事
業
構
築
の
ほ
か
、
職
場
環
境
の
改
善
や
人
材
確
保
に

向
け
た
社
内
で
の
取
り
組
み
な
ど
、
企
業
経
営
を
考
え
る
上
で
私
た
ち

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
は
ジ
ム
・
ゴ
ル
フ
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
、
体
験

会
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
同
士
で
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
一
生
懸

命
に
練
習
に
取
り
組
む
会
員
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
現
在
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
数
は
約
2
0
0
名
で
す
が
、
会
員
同
士
の

交
流
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
交
流
を
継
続
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
会
員
一
人
一
人
の
結
束
を
強

め
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
今
後
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介

　
令
和
5
年
11
月
12
日
（
日
）
に
「
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
3
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
は
昨
年
の

イ
ベ
ン
ト
創
設
時
か
ら
携
わ
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
実
行
委
員
会
に

出
向
者
を
出
し
企
画
段
階
か
ら
関
与
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
は
こ
ど
も
縁
日
を
担
当
し
射
的
、
型
抜
き
、
わ

な
げ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
ト
リ
ピ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
も
出
演
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
伝
統
芸
能
で
あ
る
麒
麟
獅
子
舞
の
維
持
、
存
続

と
、
県
域
を
越
え
た
活
動
団
体
相
互
の
交
流
・
研
鑽
、
さ
ら
に
は
麒

麟
獅
子
を
と
り
ま
く
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

ブ
ー
ス
で
も
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
麒
麟
獅
子
舞
は
令
和
元
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
状
で
は
ま
だ
認
知
度
は
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
担
い
手
不
足
な
ど

の
問
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
魅
力

あ
る
麒
麟
獅
子
舞
の
発
信
と
、
そ
れ
に
伴
う
鳥
取
愛
と
誇
り
の
醸
成

に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
来
場
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
麒
麟

獅
子
舞
を
繋
い
で
い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
様
々

な
形
で
地
域
の
為
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
河
田 

圭
太

集合写真

会場の様子

「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ×

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21

　
　
　
特
別
企
画
」
オ
ー
プ
ン
委
員
会

「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ×

グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
21

　
　
　
特
別
企
画
」
オ
ー
プ
ン
委
員
会

集合写真

講演の様子

日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
舞

　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
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11
月
16
日
、
第
47
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
鳥
取
産
業
会
館
５

階
の
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
バ
ザ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
た
と
こ
ろ
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
昨
年
同
様
に
産
業

会
館
内
の
事
業
所
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
規
模
を
縮
小

し
て
行
い
ま
し
た
。

　
　
＊
　
＊
　
＊

　
今
年
は
当
日
販
売
商
品

の
ほ
か
、
予
約
商
品
も
昨

年
よ
り
多
く
取
り
揃
え
、

商
品
の
袋
詰
め
や
陳
列
な

ど
前
日
か
ら
お
客
さ
ま
を

お
迎
え
す
る
準
備
を
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
22
人
の
会
員
が
参
加
し
、

昼
休
憩
の
時
間
に
合
わ
せ
て
11
時
30

分
よ
り
開
店
し
ま
し
た
。
今
年
は
例

年
の
開
催
会
場
で
あ
る
産
業
会
館
１

階
が
使
用
で
き
ず
、
い
つ
も
と
は

違
う
会
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
ご
来

店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
予
約
販
売
と

当
日
販
売
の
レ
ジ
を
分
け
る
な
ど
混

雑
を
避
け
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
た

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
に
会

員
事
業
所
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
く
た

め
の
工
夫
と
し
て
会
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　
会
場
は
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
接
客

す
る
会
員
と
お
客
さ
ま
と
の
会
話
に

花
が
咲
き
、
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
終
了
後
は
、
会
員
同
士
で

当
日
の
反
省
や
来
年
へ
の
課
題
な
ど

を
話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら

お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
ご
来
店
い

た
だ
い
た
産
業
会
館
内
の
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
バ
ザ
ー
は
大
盛
況
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鳥
取
商
工

会
議
所
女
性
会
一
同
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
（
企
業
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
掲
載
料
を
含
む
）
の
一

部
は
社
会
福
祉
事
業
へ
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
　
第
4747
回
女
性
会

回
女
性
会

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
―
バ
ザ
ー
を
開
催

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
―
バ
ザ
ー
を
開
催

買い物客で賑わう会場

多数商品を取り揃えました

2023 １2 DECEMBER

女性会だより

会員企業ＰＲコーナー

鳥取商工会議所女性会は、 地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として鳥取商工会議所女性会は、 地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として

全国的な連携のもと、 女性会相互の親睦と啓発をはかり、 かつ経営知識の涵養と全国的な連携のもと、 女性会相互の親睦と啓発をはかり、 かつ経営知識の涵養と

経営技術の研修取得により、 女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを経営技術の研修取得により、 女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを

目的として活動を行っています。目的として活動を行っています。

あなたのパワーを女性会にお寄せください！！あなたのパワーを女性会にお寄せください！！
【連絡先】 鳥取商工会議所女性会 （担当 森）【連絡先】 鳥取商工会議所女性会 （担当 森）

TEL ： 0857-32-8004　／　FAX ： 0857-22-6939TEL ： 0857-32-8004　／　FAX ： 0857-22-6939

鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか
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編　集　室
　

◆
年
の
瀬
も
迫
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
は
ど
ん

な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
個

人
的
に
は
、
藤
井
聡
太
八
冠
達

成
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
38
年
ぶ

り
の
日
本
一
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
記
憶
に
新
し
い
出
来

事
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？
（
笑
）

◆
さ
て
11
月
に
入
っ
て
早
々
、

鳥
取
県
全
域
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
に
新
し
い
年
が
迎
え
ら
れ

る
よ
う
今
一
度
、
感
染
対
策
が

必
要
で
す
ね
◆
こ
の
一
年
間
、

所
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ

ま
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
ま
せ
。�

（
Ａ
）

18

　
鳥
取
空
港
の
利
用
を
促
進
す
る
懇

話
会
で
は
、
次
の
通
り
利
用
促
進
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
▼
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
―
①
１
回
搭

乗
…
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
内
店
舗

で
使
用
で
き
る
商
品
券
５
０
０
円
分

を
５
０
０
人
②
３
回
搭
乗
―
①
の
同

商
品
券
２
０
０
０
円
分
＆
星
空
舞
５

㎏
を
30
人
▼
対
象
期
間
―
２
０
２
４

年
２
月
14
日
（
水
）
搭
乗
分
ま
で
▼

応
募
締
切
―
２
月
26
日
（
月
）
到
着

分
ま
で
▼
応
募
対
象
者
―
鳥
取
砂
丘

コ
ナ
ン
空
港
～
羽
田
空
港
便
を
利
用

し
た
鳥
取
空
港
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会

員
▼
応
募
方
法
―
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン

空
港
～
羽
田
空
港
間
片
道
利
用
で
１

回
搭
乗
と
な
り
ま
す
。
応
募
用
紙（
鳥

取
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）
に
記
入
の
上
、
搭
乗
が
証

明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
郵
送
・

メ
ー
ル
で
応
募
、
ま
た
は
鳥
取
空
港

総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
設
置
の
応
募

箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
そ
の

他
―
詳
し
く
は
、
鳥
取
市
Ｈ
Ｐ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ

先
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳥
取
県
地
域
観
光

推
進
研
究
所
（
℡

０
８
５
７
―
30
―

６
４
１
２
）

※
現
在
鳥
取
空
港
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

会
員
で
な
い
方
で
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
応
募
と
同
時
に
新
規
会
員
の
申

し
込
み
を
さ
れ
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
。

　
鳥
取
砂
丘
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
実
行

委
員
会
で
は
、
次
の
通
り
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ス

ペ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
で
す
。

　
▼
開
催
日
―
12
月
24
日
（
日
）
ま

で
▼
時
間
―
午
後
６
時
～
午
後
９
時

▼
場
所
―
鳥
取
砂
丘
駐
車
場
周
辺
▼

入
場
・
駐
車
場
―
無
料
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
℡
０
８
５
８

―
85
―
０
０
４
６
）

　
ま
た
同
期
間
、
鳥
取
砂
丘
砂
の
美

術
館
で
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
」
を
開
催
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経融資 をご活用ください！

　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なしで受けられ
る融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯楽業を除く）で５人
以下、その他は20人以下の事業所です。

●融資限度額　2,000万円　　●利率　年1.20％（2023.12.1現在）
●返 済 期 間　運転資金＝　７年以内（据え置き１年以内）
　　　　　　　設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所経営支援一課 TEL：0857-32-8005

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

鳥
取
空
港
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

鳥
取
砂
丘
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

　
　
　
２
０
２
３
の
ご
案
内

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

※
利
用
予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
に
ち

利　

用　

内　

容

12
／
23
㈯

２
０
２
３
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

地
元

演
歌
歌
手
と
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
コ
ラ
ボ
【
有
料
・
申
込
要
】

24
㈰

ク
リ
ス
マ
ス
会

29
㈮

　

30
㈯

31
㈰

休
館
日

１
／
１
㈪

２
㈫

３
㈬

６
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

８
㈪

鳥
取
市
女
性
応
援
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業　

キ
ラ

リ
☆
さ
き
が
け
塾
【
公
開
】

16
㈫

東
芝
テ
ッ
ク
展
示
会
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１
　
中
四
国
南
北
軸
交
流
懇
談
会
香
川
交
流
会

（
２
日
も
、
香
川
県
丸
亀
市
）
▽
企
画
政

策
委
員
会
視
察
研
修
（
２
日
も
、
石
川
県

金
沢
市
ほ
か
）

４
　
青
年
部
45
周
年
記
念
式
典

６
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
視
察

研
修
（
７
日
も
、
静
岡
市
ほ
か
）

７
　
運
送
業
小
委
員
会
・
運
送
業
界
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
合
同
会
議
▽
首
都

圏
バ
イ
ヤ
ー
と
の
食
品
商
談
会（
８
日
も
）

８
　
企
画
政
策
委
員
会

９
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議

13
　
若
手
経
営
塾
視
察
研
修
（
14
日
も
、
広
島

県
福
山
市
）

14
　
運
営
委
員
会

15
　
流
通
部
会
先
進
地
視
察
研
修
（
16
日
も
、

愛
媛
県
松
山
市
）

16
　
女
性
会
バ
ザ
ー

17
　
優
良
従
業
員
表
彰
式
▽
県
内
両
空
港
に
よ

る
Ａ
Ｎ
Ａ
へ
の
要
望
活
動

19
　
日
商
簿
記
検
定
試
験

21
　
▽
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
建
設
部
会
正
副

部
会
長
会
議
▽
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５

役
会

24
　
鳥
取
・
豊
岡
・
丹
後
地
域
経
済
団
体
交
流

会
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

28
　
青
年
部
理
事
会

29
　
工
業
部
会
関
西
圏
と
の
交
流
事
業
（
30
日

も
、
滋
賀
県
大
津
市
）

30
　
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
２
０
２
３
（
遷
喬
小

学
校
）

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
11
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　１月16日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

https://www.kokuyo-mvp.co.jp
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URL http://www.tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています


